
 

 

１ 授業改善の視点 

 （個別指導）単元末における評価方法と，理解

不十分な児童への指導の方法 

２ 具体的な実践 

（１）単元をつらぬく課題に帰結する単位時間の

ねらいの設定（単元構想の手順） 

   

 

 

 

 

  そこで，次のような単元の出口における児童

の姿をイメージする。 

 

 

 

  この出口に到達できるよう，『単元を貫く課

題』を設定する。 

 

 

 

 

  「呼吸」→「消化・吸収」→「血液循環」→

「生命維持のためのしくみ」という視点で，

人の体のしくみやはたらきについて追究で

きるように単元を構成する。各視点の学習を

まとめる際，常に『単元を貫く課題』に帰結

する。また，実感を伴った理解を促せるよう，

可能な限り，下記のように「自分の体」につ

いて個別実験を主体とした追究活動を行う。

そうすることにより，単元入り口で，あまり

意識してみたことのなかった自分の体につ

いて、改めて理解を深め，単元出口の姿に迫

ることができると考えた。 

 

 

 

 

 

 

同様の流れを次単元の「植物の体」でも構

成し，人や他の動物と比較 

 

 

（２）『単元のまとめ』の分析による単元末にお

ける評価と理解不十分な児童へ指導方法 

 単元末に，「この単元を通して学んだことや感

じたこと」という内容でノートにまとめを書く時

間を確保した（約１５分）。 

先述した「単元出口の児童の意識」に達成でき

ているかどうかを，その内容分析により評価した。

また，教師が単元当初にイメージした姿に達成が

不十分であった場合，朱書きにより，単元で学習

した内容について考える視点を与えるようにし

た。 

  Ａ 達成できていると評価する内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｂ 達成が不十分であると評価する内容 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践を振り返って考えられること 

単元を貫く課題の設定やその視点での評価を意識

的に行うことで，教師は，各単位時間を『自分に備

わった，体のしくみやそのはたらきのすばらしさ』

という一貫した姿勢で指導にあたることができた。

そして，児童に，「自分の体をもっと調べてみたい」

という主体的な姿を生み出すことができた。 
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①単元入り口の児童の意識・考え 
・自分のからだのことについて深く考えたこ

とがない。 

・自分のからだの中はいったいどうなってい

るのか。 

②単元出口の児童の意識 

私のからだには、生きていくためにこんなに

すばらしいしくみやはたらきがあるんだ。 

③単元を貫く課題 

自分のからだには、生きていくためにどの

ようなしくみがあるのだろう。 

④自分の体についての追究活動の実際 

第２時 自分の呼気に含まれる気体 

（石灰水を用いた個別実験） 

    気体検知管による酸素の体積の割合

を調査（グループ実験） 

第４時 だ液の働き（個別実験） 

第６時 自分の脈拍や拍動の回数（個別実験） 

第８時 自分のからだで内臓の位置を示す。
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